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■ ChatGPT の使い道に悩む理由 
 

弊社ブログでもご紹介しましたが、2023/10/25 ‒ 10/27 に、幕張メッセで開催された「Japan IT 
Week 秋」に⾏ってきました。⾸都圏ではこの秋最⼤の IT 展⽰会です。 
今回は特に「ChatGPT 関連の新サービス」に注⽬していました。 
私が参加したのは初⽇（10/25）でしたが、朝からかなりの⼈が集まっていました（下図）。 

 
図１： AI 関連のブースが集まったエリア 

ところが、「これは！」と思ったのは「議事録を⾃動作成＆要約するサービス」くらい。デモンス
トレーションでは、国会中継（録画）を流し、議論を⽂字に起こして、それを ChatGPT で要約し
ていました。国会だけでなく地⽅議会も含めたら、議事録作成にかかる⼈⼯数はとんでもないボリ
ュームのはず。このシステムを使えばそのほとんどが⾃動化できるかもしれません。 
その他というと「ChatGPT で DX ⼈材育成」とか、⼈間系のサービスが多かったように思いまし
た。 
「なんで ChatGPT の応⽤サービスが少ないのだろう？」と考えてみると、そもそも「（IT 業者か
らして）使い道が思いつかないのだろう」と思い⾄りました。ChatGPT の画⾯（下）は、利⽤者の
⼊⼒を待つデザイン。利⽤者がうまい⼊⼒データを思いつかなければ、そもそも ChatGPT からは
何も引き出せない。何か聞くだけなら、Google SGE（先⽉号）がベターに決まっています。 

 
図２：ChatGPT (GPT-3.5) 

先の要約サービスは、この「⼊⼒」について「上⼿いこと思いついた」事例です。 
この「利⽤者の⼊⼒」は「プロンプト」といって、今後注⽬されるであろう技術（テクニック）で
す。 


